
自己肯定感 
独立行政法人国立青少年教育振興機構が、

日本・米国・中国・韓国の４か国の高校生を

対象として行った調査によれば、「自分は価

値のある人間だと思う。」と回答した割合が、

日本が 44.9％であるのに対し、他の３か国は

80.2～83.8％と大きくその差が開きました。

（2017 年調査）この調査により、日本の高校

生は、自己肯定感が他国に比べ低いというこ

とが浮き彫りとなりました。 

 

 自己肯定感とは、何ができるか、何を持っ

ているか、人と比べて優れているかではなく、

そのままの自分を認める感覚であり、「自分

は大切な存在だ」「自分はかけがえのない存

在」だと思える自尊感情のことです。 

 

 では三川小の子どもはどうでしょうか。昨

年度の児童アンケートの結果を紹介します。

「自分にはよいところがあると思いますか。」

という質問に対し４段階で回答しました。 

 結果、「そう思う」の割合が、全国と比較

して低いことがわかりました。 

＊全国は H30 全国学力・学習状況調査（ 6 年）児童

質問紙の結果、三川小は H30 児童アンケート 12 月

（全校）で比較しています。  

自己肯定感を育てることは、自分を大切に

する子どもを育てることです。そして自分を

大切にする子どもは、友達のことも大切にで

きます。いじめ・不登校などの未然防止につ

ながるとともに、学習・生活のすべてにポジ

ティブな影響が期待できます。学校は、子ど

もたちの自己肯定感を育むことを重視してい

ます。 

 

 そこで、皆さんにお願いです。 

 

 

 

人は、人から認められて成長していくもの

です。人から認められた喜びが、次に向かう

力となるからです。 

子どもが、一番ほめてほしい人は誰でしょ

か。それは、最も身近な保護者の皆さんです。

学校でどんなに教師がほめたとしても、保護

者の皆さんから認めてもらえなければ、自己

肯定感は下がります。逆に、学校で失敗した

ときにも、保護者の皆さんから、「大丈夫。次

はきっとうまくいくよ。」と言っていただけれ

ば、自己肯定感は上がることもあるでしょう。 

 さらに、地域の皆様の声かけも、大きな力

となります。家族や学校の教師は、子どもた

ちにとって身近な大人です。それに対して、

地域の皆さんからは、少し離れたところで子

どもたちを見守っていただいています。その

ような客観的な大人からの評価は、認めても

らえたという思いを強くし、いつまでも心に

残るものです。私自身、地域の方から、「学校

だより読んだよ」と声をかけられると、読ん

でいただいているんだと思い、うれしくなり

ます。 

 教師、保護者、そして地域の三者が、子ど

もたちに「ほめほめシャワー」を浴びせ続け、

三川の子どもたちの自己肯定感を育んでいき

ましょう。  

           校長 田中 一史  
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子どもをどんどんほめましょう  



５.17 ４年生田植え 
今年も学校評議員である神田清隆さんのご

指導の下、４年生が田植えを行いました。当

日はこの時期にしては暑いくらいの快晴でし

たが、田に入ると土の感触がひんやりと気持

ちよく、子どもたちの歓声が、田に響き渡り

ました。多くのボランティアの方からご参加

いただき、とても楽しく有意義な時間を過ご

すことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.22 マラソン記録会 
 多くの学校が、マラソン大会を秋に行いま

すが、三川小学校では、例年、５月にマラソ

ン記録会を実施しています。それは、暑くな

る前にしっかり走り込んで冬場の体力の衰え

を回復するとともに、暑さに徐々にならし夏

に対する備えを万全にするためです。 

 今年は、「全校でグラウンド5000周」とい

うめあてを設定し、毎日の走り込みを行いま

した。その成果を一人一人が、記録会で存分

に発揮することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、3，4年生には津川警察署の五十嵐

さんから、5，6年生には白崎駐在所の澤口さ

んから先導をお願いし、記録会を盛り上げて

いただきました。 

学校は、記録会での順位やタイムの向上の

他に、走ることの楽しさを子どもたちに伝え

ています。走ることは決してつらく苦しいこ

とではありません。少しずつ成長する自分の

体力を確認しながら、日差しや風の心地よさ

を感じて走ることは、一生続けることのでき

る余暇の過ごし方の一つとなります。マラソ

ン記録会は終わりましたが、子どもたちには

走ることをずっと続けてほしいと願っていま

す。そして、阿賀町のマラソン大会にもたく

さん参加してくれることを願っています。 

 

５.25 ＰＴＡ奉仕作業 
 朝早くから、たくさんの保護者の皆様から

お集まりいただき、学校の除草作業を行いま

した。１時間余りの作業でしたが、大変きれ

いに校庭が整備され、子どもたちもうれしそ

うでした。中でも、私が感心したのは、中学

生が本当によく働いていることです。自分か

ら率先して動き、小学生にも声をかけ、誰一

人手を抜いていないのです。その姿を見て、

小学生も一生懸命働いています。こうした伝

統的な小中のつながりが、いつまでも続くこ

とを願っています。本当に素晴らしい中学生

たちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.30 フラワーガーデン 
 小学生（5，6年生）と中学生が協力して、

前庭に飾るプランターの整備を行いました。
５，６年生  一斉にスタート！  

    小学生が取った草を集める中学生  

田植えをする４年生  



今年もマリーゴールドの苗を植えました。地

域コーディネーターの齋藤真由美さんはじめ、

ボランティアの皆さんのご指導の下、色鮮や

かなプランターが並びました。今後は小学生

が中心に水やりなどのお世話をしていきます。

長く花を楽しみ、種取りをして次年度以降も

増やしていきたいと思います。ご協力いただ

いたボランティアの皆さん、ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.31 給食試食会  

一年生の保護者を対象に、給食試食会を実

施しました。13人の保護者の方からご参加い

ただき、子どもたちと一緒に給食を食べてい

ただきました。同日行われた学年懇談会では、

「食べる量を自分で調整できることがわかっ

て安心した。」等の感想をいただきました。

食べ物の好き嫌いはどの子にもあると思われ

ますが、苦手なものでも、口にしてみること

が大切です。偏りなくいろいろな食材を食べ

ることを、小さいうちから身に付けてほしい

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.31 学校評議員会  

 令和元年度、第一回学校評議員会が行われ

ました。学校評議員会は、地域の住民の中か

ら評議員を選出し、学校運営に対するご意見

をいただくための会です。今年度は、次の５

名の方が学校評議員に選出されています。  

白崎区長        齋藤 修平 様 

主任児童委員     神田より子 様 

町教育委員      神田 清隆 様 

わかば保育園長    小林美恵子 様 

ＰＴＡ会長      小池  賢 様 

 校長が、今年度の学校経営方針について説

明した後、各評議員からご意見を頂戴しまし

た。特に、小林園長からは、年長組の子ども

たちの学習の様子について報告がありました。

わかば保育園においても、新学習指導要領を

視野に、言語活動の充実に取り組まれている

そうです。自分の思いをしっかり伝えられる

ように、スピーチの時間を設け、内容を吟味

して伝える訓練をしているとのことでした。

改めて、保育園と小学校の連携（保小連携）

の必要性を感じました。定期的に情報交換し、

保育園で育てていただいた力を、小学校でさ

らに大きく伸ばすことができるようにカリキ

ュラムの見直しを行ってまいります。その他

にもたくさんのご意見をいただきました。い

ただいたご意見は、これからの学校経営に活

かしてまいります。 

 

６.３～ １年生と遊ぼう 

 運営委員会が呼びかけ、お昼休みに各学年

が１年生と一緒に遊ぶことになりました。手

つなぎおにや、リレーなど、１年生といっし

ょに遊ぶことを通して、２年生以上は１年生

を思いやることができるようになり、１年生

は２年生以上の子どもたちをより身近に感じ

ることができるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仲良く記念撮影（１年生と３年生）  

Nennsei  

 

ボランティアさんのご指導のもと移植作業  

  １年生、いつもしっかり食べています  



6.7 ＰＴＡ理事会での確認事項 
①プール開放可否決定基準の設定について 

 プール開放について、理事会での確認事

項についてお知らせします。昨年度は猛暑

により、プール開放時の水温、気温ともに

とても高い状況となっていました。そこで、

子どもの安全を第一に考え、プール開放実

施の可否に次の基準を設けさせていただく

こととします。皆様のご理解とご協力をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ここでいう 28℃は、気温ではない。暑さ指数（ WBGT）

は、気温、湿度、日射など熱環境等から、総合的に算

出されるものである。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちなみに、昨年度のプール開放日の正午の暑

さ指数（ WBGT）は、次のようになっています。 

 

2018 年（観測地点津川）  

７月 24 日（火）正午  WBGT 30.5℃  厳重警戒 × 

７月 25 日（水）正午  WBGT 29.5℃  厳重警戒 × 

７月 26 日（木）正午  WBGT 29.7℃  厳重警戒 × 

７月 27 日（金）正午  WBGT 27.9℃  警戒    ○ 

８月  １日（月）正午  WBGT 30.1℃  厳重警戒 × 

 

昨年度、この基準を適用していれば、プール

開放を実施できたのは、7 月 27 日のみとなりま

す。楽しみにしている子どもたちもいますが、

命にかかわることですので、何とぞよろしくお

願いします。 

 

②地区懇談会について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 環境省「熱中症予防情報サイト」の暑さ

指数（WBGT）を、プール開放可否決定の基

準として採用する。 

 午前９時の時点で、正午の暑さ指数（W

BGT）予測値（観測地点津川、参考値「子

供」）が、28℃以上（厳重警戒レベル）の

場合、その日のプール開放は中止する。中

止の場合は、学校から「まち COMIメール」

で保護者に一斉送信する。学校から各家庭

への連絡は行わない。 

７月の主な予定 

１日（月）全校朝会 

     授業５時間（職員研修会のため） 

３日（水）阿賀町小学校演劇鑑賞会 

     地域懇談会（１日のみ） 

４日（木）クラブ活動④ 

５日（金）発表朝会 

１１日（木）委員会活動⑤ 

１２日（金）地域児童会、漢字検定 

１７日（水）国際交流・中国の小学生との交流会 

１８日（木）クラブ活動⑤ 

１９日（金）授業４時間（給食後下校） 

２２日（月）授業４時間（給食後下校） 

２３日（火）授業４時間（給食後下校） 

２４日（水）１学期終業式（給食後下校） 

２５日（木）夏季休業 プール開放① 

２６日（金）プール開放② 

３０日（火）個人懇談会① 

３１日（水）個人懇談会② 

 

8/1プール開放③ 8/2プール開放④ 

下線部は、年歴から変更となっています。  

６月の主な予定 

６日（木）クラブ活動③ 

７日（金）児童朝会 

ＰＴＡ理事会 

１２日（水）阿賀町小学校親善陸上記録会  

１３日（木）委員会活動④ 

１４日（金）陸上記録会予備日 

１９日（水）発表朝会 

      ６年生給食後下校 

２０日（木）６年生修学旅行（佐渡） 1日目 

２１日（金）６年生修学旅行（佐渡） 2日目 

２７日（木）５年生自然教室 1日目 

２８日（金）５年生自然教室 2日目 

 

 

＊予定は変更になる場合がありまます。  

その場合は、学年だより等でお知らせします。  

 

今後の主な予定 

７月３日（水）決定！ 

ＰＴＡ地域懇談会 
18:30～19:30 救急法講習会 

19:30～20:20 夏休みの生活等 

＊昨年度までＡＢグループに分け、2日間実施し

ていましたが、今年度より１日としました。  


